様式３
事業の計画・実施に係わる提案
（事業名：○○○○事業）
会社名：　　　　　　　
	摘

要
	項目

	具体的な対策方法


	Ａ□
Ｂ□

	事業計画上の考慮事項に係わる工夫・提案（実施手順、次年度以降の施業等への配慮等）
	

	Ａ□   Ｂ□   

	自然環境への配慮、生産性向上に係わる工夫・提案（現地の環境条件（地形、地質、環境、地域特性等への配慮）、生産性向上への取組）
	

	Ａ□   Ｂ□
	品質管理に係わる工夫・提案（資材の品質の確認方法、管理方法）
	

	Ａ□   Ｂ□

	安全対策に係わる工夫・提案（作業時の安全確保に関する具体的取組）
	

	Ａ□   Ｂ□

	一貫作業における効率化の工夫（造林経費削減のため、集材、枝条整理等の作業を的確に実施する具体的取組が提案されているか）
	

	Ａ□   Ｂ□

	一貫作業における効率化の工夫（林業機械等を活用して造林作業を省力・省略化するための具体的取組が提案されているか）
	

	Ａ□   Ｂ□

	一貫作業における効率化の工夫（確実な更新と保育経費の削減のため、植栽木の成長促進、下層植生の繁茂抑制等に係る具体的な取組が

提案されているか）
	

	Ａ□   Ｂ□

	複数年度にわたる事業における効率化の工夫

	

	Ａ□   Ｂ□

	複数年度にわたる事業における森林作業道の計画・施工及び保全管理の工夫
	

	Ａ□   Ｂ□

	複数年度にわたる事業で植栽を含む一貫作業による苗木植栽計画の明示

	

	
	
	


注１）項目ごとに摘要欄の該当する□を■にすること。

Ａ＝項目の技術提案については以下のとおり提案します。なお、認められない場合には、標準案に基づき実施します。

Ｂ＝項目の技術提案については、標準案に基づき実施します。

注２）標準案は、図面、仕様書等によるものとし、事業の遂行にあたり通常実施すべき内容や標準案と同等又は達しない内容は記載しないこと。

注３）記載する技術提案は、実施内容が具体的に評価等可能な明確なものとし、かつ、当該技術提案が標準案以上であることを図面及び仕様書等と比較して明確に判断できるように記載すること。

注４）参考図書を添付する場合は、別にＡ４で２枚までとすること。

[○／○]

